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学習指導要領改訂に係る主な内容及び内容の取扱いの改善               

  

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 「球技」で学習する視点で単元の目標を確認しましょう。                         

（１）次の運動について，勝敗を競う楽しさや喜びを味わい，球技の特性や成り立ち，技術の名称

や行い方，その運動に関連して高まる体力などを理解するとともに，基本的な技能や仲間と連

携した動きでゲームを展開することができるようにする。 

ア ゴール型では，ボール操作と空間に走り込むなどの動きによってゴール前での攻防をす

ることができるようにする。 

   イ ネット型では，ボールや用具の操作と定位置に戻るなどの動きによって空いた場所をめ

ぐる攻防をすることができるようにする。 

   ウ ベースボール型では，基本的なバット操作と走塁での攻撃，ボール操作と定位置での守

備などによって攻防をすることができるようにする。 

（２）攻防などの自己の課題を発見し，合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するととも

に，自己や仲間の考えたことを他者に伝えることができるようにする。 

（３）球技に積極的に取り組むとともに，フェアなプレイを守ろうとすること，作戦などについて

の話合いに参加しようとすること，一人一人の違いに応じたプレイなどを認めようとするこ

と，仲間の学習を援助しようとすることなどや，健康・安全に気を配ることができるようにす

る。 

 

２ 手順１～６に沿って「単元の評価規準」を作成し、指導内容を明確にしましょう。 

手順１ 内容の取扱いを踏まえ，年間計画に各単元を位置付けます。 

本事例では，第１学年及び第２学年の内容の取扱いにおいて，「アからウまでをすべての生徒に

履修させること」としていることを踏まえ，第１学年で①ネット型，②ゴール型，第２学年で③ベ

ースボール型，④ネット型，⑤ゴール型を取り上げています。 

 

 

「球技」については，従前どおり，生涯にわたって運動に親しむ資質・能力を育成する観点か

ら，攻防を展開する際に共通して見られるボール操作などに関する動きとボールを持たないと

きの動きについての課題に着目し，その特性や魅力に応じて，相手コートに侵入して攻防を楽

しむ「ゴール型」，ネットを挟んで攻防を楽しむ「ネット型」，攻守を交代して攻防を楽しむ「ベ

ースボール型」に分類し示すとともに，「内容の取扱い」に，第１学年及び第２学年において

は，これらの型の全てを履修させることが示されました。また，取り扱う種目については，従前

から示されている種目の中から取り上げること，「ベースボール型」の実施に当たり十分な広さ

の運動場の確保が難しい場合は，指導方法を工夫して行うことが示されました。 

 

ア ゴール型 サッカー 第１学年 

Ｅ 球技 イ ネット型 バレーボール 第２学年 

    ウ ベースボール型 ソフトボール 第２学年 
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手順２ ２年間を見通して，指導事項をバランスよく配置します。 

 指導事項について，２年間の年間指導計画の５回の指導機会における実施時期や配当時間等を踏

まえ，指導事項を配置します。 

「知識及び技能」については，型ごとに指導する必要があるため，ゴール型とネット型は２回の

指導機会，ベースボール型は１回の指導機会で取り上げます。このことから，例えば，運動の特性

については，ゴール型，ネット型，ベースボール型のそれぞれにおいて効率的に指導機会を設ける

などの工夫をしています。また，「思考力，判断力，表現力等」及び「学びに向かう力，人間性等」

の指導事項は，「内容のまとまり（第１学年及び第２学年「Ｅ 球技」）」に対して示されているこ

とから，意図的，計画的に配置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年間指導計画①

1週 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

1
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3
体育
理論
１

体育
理論
１

体育
理論
１

1

2

3
体育
理論
１

２学期制 前　期 後　期
３学期制 １学期 ２学期 ３学期

３月月 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月
週

第
1
学
年

体つく
り
４

陸上競技10
短距離走・
リレー５
ハードル走

５

保健４
ダンス10

球技12
ネット型

保健12

器械運動８
武道10 陸上競技６

長距離走
球技13
ゴール型

体つくり３

水泳10

第
2
学
年

体
つ
く
り
３

陸上競技７
走り幅跳
び・走り高

跳び

保健８
体
つ
く
り
２

体育理論２

球技10
ベース
ボール
型

武道10

保健８

球技10
ゴール型

器械運動６
水泳10 球技10

ネット型
陸上競技６
長距離走

体
つ
く
り
２

ダンス10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
● ● ● ＊

● ●
○ ○ ● ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ●

● ●
● ●

● ＊
●

● ＊
●

● ＊
●

●
●

●
●

●
●

●
●

●

●
●

●

●

● ●
● ● ●

● ●
● ●

● ●
● ● ●

● ●

● ● ＊ ●
● ●

● ●

＊ ● ●

● ●
● ＊ ● ● ＊ ＊

第１学年及び第２学年「球技」における２年間を見通した指導事項の配置
●…重点指導事項　○…複数回での指導機会
＊…評価対象とせず指導する機会

①球技・ネット型 ②球技・ゴール型 ③球技･ベースボール型 ④球技･ネット型 ⑤球技・ゴール型

指導事項

知識

１球技の特性
２成り立ち
３技の名称や行い方
４程度に応じた作戦や戦術の選択
５関連して高まる体力

６打球に備えた準備態勢をとる
技
能

ゴ
ー
ル
型

１守備者がいない位置でシュート
２マークされていない見方にパス
３得点しやすい空間にいる味方にパス
４ボールをキープ
５ボールとゴールが同時に見える場所に立つ
６ゴール前の空いている場所に動く
７相手をマークする。

ネ
ッ
ト
型

１サービスで中心付近で捉える
２ボールを返す方向にラケット面を向けて打つ
３味方が操作しやすい位置にボールをつなぐ
４空いた場所にボールを返す
５肩より高い位置から打ち込む

７各ポジションの定位置に戻る
８ボールや相手に正対する

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
型

１平行に立ち、肩越しにバットを構える
２地面と水平にバットを振り抜く
３スピードを落とさず、塁を駆け抜ける
４状況により塁を進んだり戻ったりする
５正面に回り込んで、緩い打球を捕る
６大きな動作でねらった方向に投げる
７塁上へ移動して味方から送球を受ける
８決められた守備位置に立ち、準備姿勢をとる
９　ベースカバーやバックアップの基本的な動き

思考
力，判
断力，
表現力
等

１仲間の課題や出来映えを伝える
２課題に応じた練習方法を選ぶ
３学習した安全上の留意点を仲間に伝える
４よい取組を見付け、理由を添えて他者に伝える
５分担した役割に応じた活動の仕方を見付ける
６チームへの関わり方を見付ける
７仲間とともに楽しむための練習やゲームを行
う方法を見付け、仲間に伝える

学びに
向かう
力，人
間性

１積極的に取り組もうとする
２フェアなプレイを守ろうとする
３話合いに参加しようとする
４一人一人の違いに応じた課題や挑戦及び修正
などを認めようとする
５仲間の学習を援助しようとする
６健康・安全に留意する
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